
議会だより 
3月定例会 No.171平成20年5月1日 

発行：愛知県大口町議会 

ご入学おめでとう(北小学校入学式)

全校児童が新１年生を拍手でお出迎え。お
兄さんやお姉さんが作ってくれた花のゲー
トをくぐります。 
ちょっぴり緊張の中、カメラに向かって晴
れやかな笑顔をくれました。 



3月定例会は4日から21日までの18日間の会期で開か
れました。 
議案説明の前に町長から「持続できる明日の大口町
を築くため、今後も財政基盤の強化、効率的な行政運営、
地域の課題解決に取り組んでいきたい」と、20年度の
施政方針が示されました。 
町提出議案は新年度予算をはじめ条例の改正や補正
予算など全部で24議案、議員提出議案として会議規則
の改正が提出されました。採決の結果、いずれの議案
も可決しました。 
一般質問では9人が町政全般にわたり指摘・提案を
しました。 
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一
般
会
計
７７
億
8
0
0
0

万
円
、
特
別
会
計
３８
億
4
3
 

7
9
万
円
の
当
初
予
算
案
は
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
１９
年
度
の
当

初
予
算
と
比
較
す
る
と
、
一

般
会
計
で
２３
億
3
0
0
0
万

円
、
特
別
会
計
で
１２
億
9
8
 

2
万
円
の
減
額
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
そ
の
要
因
は
、
一
般
会
計

で
は
中
学
校
建
設
工
事
が
大

幅
に
減
に
な
る
こ
と
、
特
別

会
計
で
は
老
人
保
健
特
別
会

計
の
予
算
規
模
が
１０
分
の
1

程
度
に
な
る
こ
と
が
上
げ
ら

れ
ま
す
。
 

　
当
初
予
算
の
内
容
は
、
4

〜
7
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
説
明

し
ま
す
。
 

            　
１９
年
度
の
法
人
町
民
税
は

3
億
5
0
0
0
万
円
を
追
加

し
、
総
額
２０
億
4
1
2
6
万

円
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
は

約
１４
億
円
で
し
た
の
で
、
予

想
を
は
る
か
に
超
え
る
企
業

業
績
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
 

　
歳
出
の
補
正
は
、
年
度
末

に
あ
た
り
事
業
量
等
の
確
定

に
よ
る
減
額
が
中
心
で
す
。
 

    　
介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和

措
置
が
1
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

税
制
改
正
に
よ
っ
て
１８
年
と

１９
年
の
2
か
年
に
わ
た
り
、

第
4
・
第
5
段
階
の
人
に
激

変
緩
和
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
２０
年
度
も
継

続
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た

の
で
、
１９
年
度
と
同
額
に
な

る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。
 

    　
町
営
住
宅
か
ら
暴
力
団
員

を
排
除
す
る
た
め
、
入
居
資

格
や
明
け
渡
し
の
規
定
を
改

正
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
改
正
は
、
１９
年
に
起

き
た
拳
銃
発
砲
事
件
を
契
機

に
、
公
営
住
宅
か
ら
暴
力
団

排
除
の
要
請
が
高
ま
り
、
国

土
交
通
省
か
ら
入
居
制
限
等

の
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

　
改
正
条
例
は
4
月
1
日
か

ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

          
 

        　
町
職
員
に
支
払
わ
れ
る
地

域
手
当
が
２１
年
度
で
廃
止
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
地
域
手
当
は
民
間
の
賃
金

水
準
を
基
礎
と
し
、
物
価
等

を
考
慮
し
て
給
料
等
の
9
％

を
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

国
家
公
務
員
の
給
与
制
度
に

合
わ
せ
、
廃
止
す
る
も
の
で

す
。
 

    

                    　
現
委
員
の
石
原
國
彦
さ
ん

の
任
期
は
5
月
6
日
で
満
了

に
な
り
ま
す
。
後
任
に
佐
藤

友
泰
さ
ん
（
４０ 
歳
　
中
小
口
）

を
選
任
す
る
議
案
が
提
出
さ

れ
、
議
会
は
同
意
し
ま
し
た
。
 

　
任
期
は
3
年
間
で
す
。
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新しい大口中学校では教科センタ
ー方式で授業が行われます。教科
センター方式とは、国語や数学な
どの教科に合わせて生徒が教室を
移動していくものです。大学では
当たり前の方式ですが、中学校で
は先駆的な取り組みです。 
新しい校舎の中、新しい取り組み
で、子どもたちが自主的に考え、
そして行動できる大人に成長する
ことを願うばかりです。 
(上)正面から見た大口中学校。ガ
ラスドームの下が中庭 
(左下)中学生とともにテープカット 
(中下)2階渡り廊下から、中庭で
行われた完成式典を撮影 
(右下)アトラクションとして披露
された木遣(きやり) 
 







調整池設置工事 

降雨による床上浸水被害を解
消するため、余野神社南にあ
る余野１号緑地の地下に調整
池を造ります。 

堀尾橋拡幅工事 

五条川に架かる堀尾橋に歩道
を新設します。工事は2か年で、
２０年度は橋の下部工 ( 橋台 )
を施工します。 

健康文化センター 
管理運営委託 

指定管理者制度を活用して、
民間事業者に健康文化センタ
ーの管理運営を委託します。 
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廃油回収事業 

一般家庭から食用廃油を集め、
バイオディーゼル燃料を精製
します。 
巡回バスに利用するなど資源
の有効活用を図ります。 

資源ごみ回収助成金 

新たに缶・ビン・ペットボト
ルも対象に加え、地区に資源
ごみ回収助成金を支払います。 
事業所から出る古紙類は有償
で回収します。 

防災行政無線 
Jアラートの導入 

防災行政無線の装置を更新し、
瞬時に緊急地震速報をお知ら
せします。 

２０年度の新規事業を予算書
の中から探してみました。
これまでの事業をバージョ
ンアップさせるもの、全く
新しく取り組むものまでい
ろいろありますが、その中
から、きらっと光る事業を
紹介します。 

( 単位未満切り捨て )

病児・病後児保育 

病気の子どもを育児すること
ができない場合に、一時的に
保育をする事業です。町内の
事業所に委託します。 

放課後子ども教室 

子どもたちの放課後の安全な
居場所を確保するため、町内
のＮＰＯ登録団体等に委託し
てスポーツや文化活動に取り
組みます。 

新規事業 新規事業 



20年度予算 20年度予算 20年度予算 

3月議会に上程された議案の中から主

な質疑、賛成・反対の討論が繰り広げ

られたものを要約してお知らせします。 

  　
 

 　
　
農
業
公
園
構
想
用
と
し

て
油
精
製
機
を
購
入
す
る
と

の
こ
と
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
 

　
　
家
庭
か
ら
出
る
天
ぷ
ら

油
な
ど
の
廃
油
を
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ

（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
）

に
再
生
す
る
た
め
購
入
す
る
。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
巡
回
バ
ス
や
農
耕

用
燃
料
に
利
用
す
る
。
菜
の

花
に
よ
る
遊
休
農
地
の
活
用
、

菜
種
油
の
精
製
、
搾
っ
た
油

か
す
の
農
地
へ
の
還
元
な
ど

と
と
も
に
、
資
源
循
環
サ
イ

ク
ル
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え

て
い
る
の
で
、
農
業
公
園
構

想
用
と
し
た
。 

　
　
油
精
製
に
は
劇
薬
も
使

用
す
る
。
ハ
ー
ト
フ
ル
大
口

（
授
産
所
）
で
計
画
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
場
所
的
に
も

無
理
で
は
な
い
か
。
 

　
　
ハ
ー
ト
フ
ル
の
方
と
話

は
し
て
い
る
が
、
押
し
付
け

る
つ
も
り
は
な
い
。
 

　
や
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
お
願
い
す
る
が
、

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
実
施
す
る
。
 

  　
　
地
方
交
付
税
は
２０
年
度

6
0
0
万
円
、
１９
年
度
は

1
8
0
0
万
円
。
3
分
の
1

に
減
少
し
た
理
由
は
。
 

　
　
予
算
策
定
時
は
、
地
域

手
当
を
廃
止
す
る
条
例
の
改

正
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
一
部
カ
ッ
ト
を
見
越

し
て
予
算
を
立
て
た
。
 

　
　
条
例
が
可
決
し
た
場
合
、

交
付
税
は
い
く
ら
に
な
る
か
。
 

　
　
1
5
0
0
万
円
程
度
は

も
ら
え
る
と
思
う
。
 

　
　
１９
年
度
の
法
人
町
民
税

は
２０
億
円
を
超
え
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
初
予
算
を

１５
億
4
0
0
0
万
円
弱
に
し

た
根
拠
は
。
 

　
　
景
気
の
不
安
材
料
も
あ

り
、
１９
年
度
と
同
様
と
は
考

え
に
く
い
。
予
算
査
定
に
お

い
て
は
、
あ
え
て
厳
し
い
見

方
を
し
た
。
 

　
税
収
が
順
調
に
推
移
し
て

い
け
ば
、
早
急
に
補
正
で
対

応
す
る
。
 

  　
　
市
町
村
が
行
っ
て
い
た

基
本
健
診
か
ら
医
療
保
険
者

が
行
う
特
定
健
診
に
変
わ
る

と
、
ど
う
な
る
か
。
 

　
　
町
は
国
民
健
康
保
険
の

保
険
者
と
し
て
、
４０
歳
か
ら

７４
歳
の
被
保
険
者
・
被
扶
養

者
を
対
象
に
、
医
療
機
関
等

に
委
託
し
て
健
診
を
実
施
す

る
。
 

　
特
定
健
診
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
予
備
群

を
見
つ
け
る
内
容
。
特
定
健

診
に
は
基
本
項
目
と
詳
細
項

目
が
あ
り
、
そ
の
両
項
目
を

自
己
負
担
1
0
0
0
円
（
約

１
割
負
担
）
で
受
け
て
い
た

だ
く
予
定
。
 

※
　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
は
、
内
臓
脂
肪
に
加
え
、

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異

常
の
危
険
因
子
を
2
つ
以
上

持
っ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
 

賛
成
討
論
 

　
柘
植
　
満
議
員
 

　
中
学
校
卒
業
ま
で
医

療
費
を
無
料
化
に
す
る

な
ど
、
町
の
5
本
柱
の

施
策
に
つ
い
て
も
具
体

的
な
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
 

　
ま
た
、
今
後
の
小
学

校
等
の
整
備
事
業
の
た

め
、
基
金
へ
の
積
立
も

増
額
さ
れ
て
お
り
、
２０

年
度
の
当
初
予
算
と
し

て
適
切
と
判
断
す
る
。
 

反
対
討
論
 

　
吉
田
　
正
議
員
 

　
延
長
保
育
料
の
継
続
、

安
全
性
・
経
済
性
を
確

認
し
な
い
ま
ま
進
め
よ

う
と
す
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
事
業
、

森
林
税
導
入
に
関
す
る

予
算
が
あ
る
。
 

　
福
祉
施
策
に
お
い
て

評
価
す
べ
き
点
も
あ
る

が
、
予
算
と
し
て
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

採
決
の
結
果
、
可
決

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１２
、
反
対
２
）

、
反
対
２
）
 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１２
、
反
対
２
）
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19年度補正予算 19年度補正予算 19年度補正予算 

地震による被害を最小限に食い止めるため
にも、耐震補強制度の充実が望まれます＝
１６年１０月２６日、新潟県小千谷市内の倒壊家
屋を撮影 

  　
　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

委
託
料
と
改
修
費
補
助
は
、

い
ず
れ
も
3
分
の
１
し
か
使

わ
れ
ず
補
正
減
す
る
も
の
。
 

ど
う
い
う
状
況
か
。
 

　
　
耐
震
診
断
は
、
当
初
３０

件
で
予
算
を
組
ん
だ
が
１０
件

し
か
申
し
込
み
が
な
く
、
改

修
費
補
助
も
3
件
分
が
1
件

し
か
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
 

　
昨
年
秋
に
、
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
で
耐
震
診
断
の
周
知
に

努
め
た
が
成
果
は
上
が
ら
な

か
っ
た
。
 

　
　
補
助
対
象
と
な
る
強
度

を
得
る
に
は
相
当
の
補
強
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
改
修

を
あ
き
ら
め
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
町
独
自
に
基
準
を
定
め

る
な
ど
、
耐
震
改
修
を
進
め

る
考
え
は
な
い
か
。
 

　
　
現
在
策
定
中
の
耐
震
改

修
促
進
計
画
で
、
ど
う
し
た

ら
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を

受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

る
か
を
課
題
と
し
て
検
討
し

た
い
。
 

　
 

           　
　
6
0
0
万
円
も
の
追
加

補
正
。
1
か
月
の
延
長
保
育

料
の
最
高
額
は
い
く
ら
か
。
 

　
　
1
か
月
1
万
5
0
0
円

の
人
も
い
た
。
 

　
　
子
育
て
支
援
に
逆
行
し

て
い
る
と
は
思
わ
な
い
か
。
 

　
　
受
益
者
負
担
と
し
て
適

正
な
単
価
と
理
解
し
て
い
る

し
、
保
護
者
に
も
理
解
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
う
が
、

通
常
保
育
料
の
見
直
し
に
あ

わ
せ
て
延
長
保
育
料
に
つ
い

て
も
再
検
討
し
た
い
。
 

           　
　
法
人
町
民
税
は
当
初
予

算
１３
億
9
0
0
0
万
円
、
3

月
補
正
で
最
終
２０
億
4
0
0
 

0
万
円
、
そ
の
差
6
億
5
0
 

0
0
万
円
で
あ
る
。
当
初
の

見
込
み
は
妥
当
か
。
 

　
　
企
業
訪
問
し
て
適
正
な

予
算
を
計
上
す
る
よ
う
努
め

て
い
る
が
、
予
想
を
は
る
か

に
上
回
る
結
果
に
な
っ
た
。

　
１８
年
度
と
比
較
す
る
と
、

納
税
額
上
位
3
社
で
5
億
近

く
増
え
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、

一
企
業
の
会
計
年
度
間
の
調

整
も
影
響
し
た
。
 

　
法
人
町
民
税
は
景
気
に
左

右
さ
れ
る
の
で
、
推
測
は
非

常
に
難
し
い
。
 

法人町民税 
業績好調で大幅アップ 

賛
成
討
論
 

　
岡
　
孝
夫
議
員
 

　
こ
の
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
と
も
に
、
事

業
量
の
確
定
や
精
査
に

伴
う
増
減
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い

て
効
率
的
な
運
営
が
行

わ
れ
、
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
も
の
と
判
断

す
る
。
 

反
対
討
論
 

　
吉
田
　
正
議
員
 

　
法
人
町
民
税
が
3
億

5
0
0
0
万
円
も
追
加

と
な
る
中
、
子
育
て
世

帯
か
ら
延
長
保
育
料
を

徴
収
。
そ
の
額
は
8
2
 

5
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
大
口
町
は
お
金
が

な
い
自
治
体
で
は
な
い
。
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採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、
可
決
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１２
、
反
対
反
対
２
） 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１２
、
反
対
２
） 



賛
成
討
論
 

　
柘
植
　
満
議
員
 

　
１７
年
の
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
、
地
域
手
当

を
廃
止
す
る
も
の
。
 

　
職
員
の
人
生
設
計
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
明
白
だ
が
、
町

執
行
部
の
苦
渋
の
決
断

お
よ
び
職
員
の
理
解
を

尊
重
し
た
い
。
 

反
対
討
論
 

　
田
中
一
成
議
員
 

　
職
員
の
や
る
気
を
奪

う
改
革
。
地
方
分
権
と

い
う
が
国
に
迎
合
し
て

い
る
だ
け
。
 

　
優
秀
な
職
員
を
確
保

す
る
た
め
に
も
是
正
を

求
め
て
い
く
と
と
も
に
、

住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
措
置
を
講
ず
べ
き
。
 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、
可
決
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１２
、
反
対
反
対
２
） 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１２
、
反
対
２
） 

条例の改正 条例の改正 条例の改正 

3月議会に上程された議案の中から主

な質疑、賛成・反対の討論が繰り広げ

られたものを要約してお知らせします。 

地
域
手
当
の
支
給
は
 

交
付
税
を
カ
ッ
ト
 

  　
　
職
員
は
、
地
域
手
当
（
現

行
9
％
）
の
廃
止
で
い
く
ら

減
額
に
な
る
の
か
。
 

　
　
基
本
給
や
手
当
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
勤
続
２０
年
で

妻
と
子
ど
も
2
人
を
扶
養
し

て
い
る
場
合
を
例
に
す
る
と
、

年
間
約
６０
万
円
の
減
額
に
な

る
。
 

　
　
国
家
公
務
員
の
給
与
制

度
に
従
わ
な
い
と
、
ど
う
な

る
の
か
。
 

　
　
従
わ
な
い
場
合
は
地
方

交
付
税
を
カ
ッ
ト
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
 

　
な
ぜ
、
一
宮
市
や
豊
川
市

が
3
％
な
の
に
日
進
市
は
１５

％
（
県
内
最
高
）
な
の
か
。

ど
う
し
て
大
口
町
は
0
％
な

の
か
。
制
度
自
体
に
疑
問
は

感
じ
る
が
、
地
域
手
当
を
残

し
て
交
付
税
を
カ
ッ
ト
さ
れ

て
は
、
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
と
は
思
え
な
い
。
 

　
職
員
に
は
、
人
事
評
価
制

度
の
中
で
、
職
務
能
力
に
よ

る
昇
給
で
応
え
た
い
。
 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、
可
決
可
決
 

（
賛
成

（
賛
成
１２
、
反
対
反
対
２
） 

採
決
の
結
果
、
可
決
 

（
賛
成
１２
、
反
対
２
） 

特
別
徴
収
と
普
通
 

徴
収
と
の
違
い
は
 
後期高齢者医療 

賛
成
討
論
 

　
丹
羽
　
勉
議
員
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
は
、

世
代
間
の
負
担
の
不
公

平
を
な
く
し
、
将
来
に

わ
た
り
医
療
保
険
制
度

を
持
続
可
能
な
も
の
に

す
る
も
の
。
 

　
こ
の
条
例
は
、
保
険

料
の
納
期
等
を
定
め
る

も
の
で
適
切
で
あ
る
。
 

反
対
討
論
 

　
吉
田
　
正
議
員
 

　
国
保
税
は
1
年
分
を

１０
期
に
分
け
て
の
納
付

だ
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
は
8
期
。
1
回
の
負

担
が
大
き
い
。
 

　
そ
も
そ
も
、
こ
の
制

度
は
問
題
が
あ
る
の
で

賛
成
で
き
な
い
。 
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後
期
高
齢
者
医
療
で
保

険
料
を
普
通
徴
収
さ
れ
る
人

と
は
、
ど
う
い
う
人
か
。
 

　
　
年
金
が
年
額
１８
万
円
未

満
の
人
、
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
と
介
護
保
険
の
保
険

料
の
合
計
額
が
年
金
の
2
分

の
1
を
超
え
る
人
。
 

　
保
険
料
は
年
金
か
ら
徴
収

せ
ず
、
8
回
の
納
期
で
納
め

て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
 

　
　
年
金
か
ら
天
引
き
で
き

な
い
よ
う
な
保
険
料
を
、
普

通
徴
収
な
ら
ど
う
し
て
納
め

ら
れ
る
と
い
う
の
か
。
 

　
　
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
の
判
定
は
、
年

金
保
険
者
や
年
金
種
別
に
よ

っ
て
優
先
順
位
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
優
先
順
位
が
、

1
位
と
な
っ
た
年
金
の
金
額

に
よ
っ
て
特
別
徴
収
・
普
通

徴
収
に
分
か
れ
る
の
で
、
年

金
が
少
な
い
か
ら
普
通
徴
収

に
な
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
 



 

 

3月定例会の一般質問は 
9人が質問しました。 

一
般
質
問 町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 
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平日朝の通勤時間帯は愛岐南北
線から回ってくる自動車で大変
な混雑。子どもたちの安全が脅
かされています＝3月１２日、御
供所地内で撮影 

                   

都
市
計
画
道
路
愛

岐
南
北
線
の
進
行

状
況
と
今
後
の
工
事
予
定
は
。
 

道
路
用

地
は
約

7
割
の
面
積
を
確
保
し
た
。

今
後
も
県
に
強
く
要
望
し
て
、

積
極
的
に
用
地
買
収
を
行
い

た
い
。
 

　
工
事
は
時
間
が
か
か
る
場

所
、
具
体
的
に
は
五
条
川
に

架
か
る
橋
か
ら
進
め
る
と
聞

い
て
い
る
。
 

橋
の
取
り
付
け
部

分
に
未
買
収
の
土

地
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

工
事
を
計
画
し
て
い
る
。
地

権
者
の
同
意
が
な
い
ま
ま
工

事
を
進
め
な
い
で
も
ら
い
た

い
。
　
 

　
現
在
の
計
画
路
線
を
、
若

干
変
更
で
き
な
い
か
。
 

工
事
は

地
権
者

と
話
し
合
い
の
上
進
め
て
い

く
。
 

　
昭
和
４６
年
に
都
市
計
画
決

定
さ
れ
た
道
路
線
形
は
、
地

元
で
了
解
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

協
議
を
重
ね
、
平
成
１１
年
に

計
画
変
更
を
行
な
う
こ
と
が

で
き
た
。
 

  　
既
に
7
割
の
用
地
を
買
収

し
て
お
り
、
現
段
階
で
計
画

を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
 

説
明
会
は
推
進
協

議
会
の
委
員
だ
け

で
は
な
く
、
関
係
す
る
全
戸

の
住
民
に
行
う
べ
き
。
全
戸

を
対
象
に
し
た
説
明
会
は
、

今
後
計
画
さ
れ
る
の
か
。
 

こ
れ
ま

で
も
事

業
の
進
行
に
あ
わ
せ
て
、
地

権
者
や
地
区
住
民
に
説
明
会

を
実
施
し
て
き
た
。
 

      

　
 

 　
工
事
開
始
前
に
も
説
明
会

を
予
定
し
て
い
る
。
 

一
日
も
早
い
愛
岐

南
北
線
の
完
成
を

望
む
と
と
も
に
、
地
権
者
に

は
誠
意
を
持
っ
て
、
円
満
に

問
題
を
解
決
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
 

 

土
田 

土
田 

土
田 

 

土
田 

環
境
建
設
部
長 

環
境
建
設
部
長 

環
境
建
設
部
長 

土田　進議員  

　愛岐南北線の工事箇所は、県道若宮
江南線から国道１５５号までの７５０メート
ル区間。幅員は１６メートル。現在、堀
尾跡公園になっている部分を通って、
五条川に橋が架けられる。 

一口メモ 

ここ
が聞きたい!

一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

議

員

 



齊
木 

環
境
建
設
部
長 

齊
木 

総
務
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

齊

木
一
三

議

員

 

齊木一三議員 

余
野
１
号
公
園
は
、

区
画
整
理
事
業
完

了
後
も
雑
種
地
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
。
草
が
生
い
茂

り
、
害
虫
も
繁
殖
し
、
近
所

の
方
か
ら
苦
情
も
聞
く
。
 

　
同
じ
事
業
で
作
ら
れ
た
他

の
公
園
は
整
備
が
完
了
し
、

多
く
の
住
民
の
方
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
 

 

　
名
ば
か
り
の
公
園
で
は
な

く
、
付
近
の
皆
さ
ん
が
利
用

で
き
る
程
度
の
整
備
は
必
要

で
あ
る
。
整
備
の
予
定
は
な

い
の
か
。
 

余
野
1

号
公
園

は
、
街
区
公
園
で
規
定
す
る

半
径
2
5
0
メ
ー
ト
ル
以
内

の
民
家
も
ま
ば
ら
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
整
備
の
時
期
を

模
索
し
て
い
た
。
区
画
整
理

事
業
が
完
了
し
て
か
ら
１０
年

が
経
過
し
、
当
時
と
は
ず
い

ぶ
ん
様
変
わ
り
を
し
て
き
て

い
る
。
 

　
今
後
は
、
地
区
の
意
見
を

集
約
し
、
中
小
口
の
区
画
整

理
事
業
の
進
展
に
あ
わ
せ
て

整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
 

資源ごみ回収場所として敷地の一部
を提供している余野1号公園 

役
場
庁
舎
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
が
整
っ

た
施
設
と
は
言
い
が
た
い
。

玄
関
へ
の
呼
び
出
し
表
示
、

誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
、
段
差
の

解
消
、
車
い
す
利
用
者
の
た

め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
、

身
体
的
弱
者
の
方
も
気
軽
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
建
物
に

す
べ
き
で
あ
る
。
 

　
２０
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い

る
庁
舎
の
耐
震
設
計
に
あ
わ

せ
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

に
対
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整

備
を
含
め
て
は
ど
う
か
。
 

              

２１
年
度
に
予

定
し
て
い
る

耐
震
補
強
工
事
に
は
、
屋
上

防
水
シ
ー
ト
の
張
り
替
え
、

サ
ッ
シ
の
窓
枠
改
修
、
電
気
・

電
話
設
備
の
付
け
替
え
等
も

検
討
し
て
い
る
。
 

　
今
回
の
耐
震
補
強
の
実
施

設
計
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
に
対
す
る
配
慮
の
一
つ
と

し
て
、
他
の
施
設
同
様
、
ト

イ
レ
の
一
部
を
洋
式
に
変
更

し
た
い
。
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議会広報常任委員会が役場玄関脇
に置いてある車いすを使って、エレ
ベーターを利用できるかどうかを検証。
足を置く部分が扉に当たってしまい
ました。 



 

丹羽　勉議員 

政
策
調
整
室
長 

丹
羽 

さつきケ丘区で開催した地区懇談会。いろいろ
な設問に、どれがもっとも自分の意見に近いかを、
色紙を挙げて意思表示をしました。 

政
策
調
整
室
長 

丹
羽 
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バス停広告は1か月５０００円 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

議

員

 

現
在
大
口
町
は
、

地
方
分
権
改
革
に

よ
り
、
国
か
ら
移
譲
さ
れ
る

権
限
を
住
民
と
行
政
が
協
働

し
て
い
く
た
め
、
町
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
 

①
　
町
民
参
加
条
例
の
策
定

状
況
は
。
 

②
　
条
例
策
定
会
議
の
委
員

に
、
町
民
代
表
と
し
て
、
地

域
に
精
通
し
た
人
を
加
え
て

は
。
 

①
　
昨

年
7
月

に
策
定
会
議
を
発
足
し
、
現

在
ま
で
に
会
議
を
5
回
、
そ

れ
に
、
勉
強
会
と
懇
談
会
を

そ
れ
ぞ
れ
1
回
開
催
し
た
。
 

　
現
在
は
、
１１
地
区
で
の
地

区
懇
談
会
、
活
動
中
の
団
体

へ
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
い
た
だ
い
た
意
見
を
参

考
に
、
条
例
骨
子
が
見
え
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

②
　
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏

ま
え
る
と
、
同
じ
委
員
の
ほ

う
が
良
い
と
思
う
。
 

　
た
た
き
台
と
し
て
案
を
作

成
す
る
の
で
、
懇
談
会
等
の

機
会
を
と
ら
え
て
意
見
を
お

聞
き
す
る
。
ま
た
、
そ
の
意

見
を
条
例
案
に
反
映
さ
せ
た

い
。
 

　バスの車両内部やバス停に企業等の
広告を掲載します。車内の窓枠上部に
Ｂ3横の大きさの広告を載せるには、2
か月3000円。金額は掲載場所によって
異なります。詳細は政策調整課まで。 

コミュニティバスの広告 

公
共
交
通
機
関
の

な
い
本
町
に
と
っ

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

重
要
な
施
策
と
思
う
が
、
多

額
な
費
用
を
投
じ
て
い
る
の

で
批
判
も
あ
る
。
 

①
　
利
便
向
上
、
利
用
者
・

運
賃
収
入
の
増
加
に
つ
な
が

る
路
線
・
ダ
イ
ヤ
の
改
正
計

画
は
あ
る
か
。
 

②
　
運
賃
収
入
、
広
告
収
入

な
ど
の
ほ
か
、
さ
ら
な
る
増

収
計
画
は
あ
る
か
。
 ①

　
南

部
ル
ー

ト
・
北
部
ル
ー
ト
沿
線
企
業

に
、
従
業
員
の
通
勤
用
と
し

て
利
用
で
き
な
い
か
を
協
議

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
企
業

と
話
が
ま
と
ま
れ
ば
、
路
線
・

ダ
イ
ヤ
改
正
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
る
。
 

   　
 

      ②
　
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
利
用
は
有
効
で
あ
る
の

で
、
ど
の
ル
ー
ト
も
バ
ス
利

用
の
企
業
を
開
拓
し
た
い
。
 

運
行
ダ
イ
ヤ
や
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
一
方
、
極
端
に

利
用
の
少
な
い
日
曜
日
等
の

ダ
イ
ヤ
は
見
直
し
を
図
っ
て

い
く
。
 



政
策
調
整
室
長 

木
野 
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木野春徳議員 

一
　
般 

質
　
問 

木

野

春

徳

議

員

 

①
　
平
成
１６
年
3

月
定
例
会
の
一
般

質
問
で
幼
保
一
元
化
に
つ
い

て
の
質
問
に
、
試
行
的
に
１

園
で
実
施
し
た
い
と
答
弁
さ

れ
た
。
 

　
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
結

論
を
出
さ
れ
た
か
。
 

②
　
平
成
１８
年
１０
月
に
「
認

定
こ
ど
も
園
」
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
 

　
保
育
に
欠
け
る
、
欠
け
な

い
に
関
わ
ら
ず
、
幼
児
教
育
・

保
育
が
受
け
ら
れ
る
、
町
営

に
よ
る
保
育
所
型
の
認
定
こ

ど
も
園
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。
 

①
　
保

育
士
が

学
識
経
験
者
と
と
も
に
先
進

地
視
察
や
勉
強
会
を
重
ね
、

本
町
へ
の
導
入
を
検
討
し
て

き
た
。
導
入
の
背
景
に
は
保

育
園
の
待
機
児
童
の
解
消
や

幼
稚
園
施
設
の
有
効
活
用
が

あ
る
。
 

　
本
町
の
現
状
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
あ
え
て
導
入
す

る
必
要
性
は
な
い
と
判
断
し

た
。
 

②
　
保
育
に
、
よ
り
教
育
的

要
素
を
加
え
る
「
保
育
指
針
」

に
改
定
さ
れ
た
。
本
年
は
そ

の
指
針
に
基
づ
い
た
保
育
計

画
を
作
成
し
、
２１
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
く
。
 

　
認
定
こ
ど
も
園
制
度
そ
の

も
の
に
つ
い
て
も
研
究
を
重

ね
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
実
現

に
努
力
し
た
い
。
 

健
康
福
祉
部
長 

木
野 

　保護者の就労に関係なく子ども
を受け入れ、幼児教育・保育を実
施する。さらに、すべての子育て
家庭を対象に相談活動や親子の集
いの場を提供する機能があれば「認
定こども園」として認定を受けら
れる。１９年8月現在、全国で１０５件、
愛知県内で3件の認定がある。 

認定こども園 

平
成
１５
年
3
月
、

全
町
農
業
公
園
構

想
が
提
案
さ
れ
た
。
町
長
の

重
要
施
策
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
さ
れ
た
か
。
 

　
ま
た
こ
れ
か
ら
の
取
り
組

み
は
。
 

具
体
的

に
は
、

朝
市
会
に
よ
る
朝
市
の
開
催
、

河
北
エ
コ
・
リ
サ
イ
ク
ル
会

の
漬
物
の
製
造
販
売
、
ヘ
ル

シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
の
会
に
よ

る
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
き

た
。
 

　
２０
年
度
は
菜
の
花
の
栽
培
、

菜
種
か
ら
搾
油
、
廃
食
油
か

ら
B
D
F
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
）
の
精
製
ま
で
の

循
環
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た

い
。
 

　
ま
た
、
「
い
こ
い
工
房
」

で
製
造
さ
れ
る
パ
ン
の
原
料

と
な
る
小
麦
の
生
産
に
も
取

り
組
み
た
い
。
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環
境
建
設
部
長 

宮
田 

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

議

員

 

　平成１７年１１月２６日に行われた「焼却
ごみ減量町民集会」において採択された
宣言。焼却場の老朽化を機に、平成１8
年度から3年間で焼却ごみを２０％削減し
ようとする取り組みが行われている。 

ごみ減量２０％ 

「
年
末
ご
み
減
量

作
戦
」
と
し
て
町

内
各
地
で
資
源
ご
み
の
回
収

が
行
わ
れ
、
可
燃
ご
み
の
削

減
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
 

　
し
か
し
、
可
燃
ご
み
と
し

て
出
さ
れ
る
ご
み
を
見
る
と
、

依
然
と
し
て
資
源
ご
み
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
 

　
ご
み
減
量
２０
％
に
向
け
て
、

4
月
か
ら
ス
タ
ン
プ
事
業
が

始
ま
る
が
、
月
2
回
の
回
収

日
に
持
っ
て
い
け
な
い
人
の

た
め
に
も
地
区
の
常
時
回
収

場
所
を
増
や
し
て
は
。
 

宮田和美議員 

宮
田 

常
時
回

収
の
拠

点
と
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
の
開
館
時
間
の
延
長
、

開
館
日
の
増
加
な
ど
を
考
え

て
い
る
。
 

　
地
域
で
の
常
時
回
収
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
進
め
て
い
き
た
い
。
 

  

大
手
ス
ー
パ
ー
が

全
国
的
に
レ
ジ
袋

の
有
料
化
に
取
り
組
む
と
い

う
新
聞
記
事
が
あ
っ
た
。
企

業
も
積
極
的
に
環
境
問
題
に

取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
 

　
町
内
に
焼
却
施
設
を
持
つ

町
民
と
し
て
、
ご
み
減
量
や

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
っ
と

関
心
を
持
っ
て
、
積
極
的
に

行
動
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

①
　
他
の
市
町
と
協
力
し
合

い
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。
 

②
　
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
を
、

さ
ら
に
展
開
し
て
は
ど
う
か
。
 

①
　
レ

ジ
袋
の

有
料
化
を
実
施
す
る
に
は
実

施
店
舗
の
売
り
上
げ
減
少
が

問
題
と
な
る
の
で
、
広
域
的

な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
 

　
昨
年
１２
月
に
、
犬
山
・
江

南
・
大
口
・
扶
桑
の
2
市
2

町
で
、
レ
ジ
袋
の
削
減
・
有

料
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
合

意
し
た
。
現
在
は
そ
の
実
施

に
向
け
て
各
市
町
で
調
整
し

て
い
る
。
 

②
　
市
民
団
体
・
企
業
・
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
運
動
す

る
の
が
望
ま
し
い
。
行
政
と

し
て
も
運
動
の
支
援
を
検
討

し
た
い
。
 

環
境
建
設
部
長 

河北グラウンド駐車場にある資
源ごみの常時回収場。ペットボ
トル、トレー、雑がみなどが整
然と仕分けされている。 



吉田　正議員 

吉
田 

総
務
部
長 

  

通
常
保
育
料
よ
り

延
長
保
育
料
の
ほ

う
が
高
く
な
っ
て
い
る
人
数

は
ど
れ
だ
け
か
。
 

条
件
に

当
て
は

ま
る
人
は
２４
人
。
こ
の
う
ち

２３
人
は
、
母
子
家
庭
ま
た
は

第
三
子
保
育
料
無
料
化
事
業

の
対
象
者
で
あ
り
、
通
常
保

育
料
が
減
免
さ
れ
て
い
る
。
 

延
長
保
育
を
利
用

し
て
い
る
保
護
者

の
意
見
は
。
 

延
長
保

育
の
利

用
者
を
対
象
に
、
そ
の
問
題

に
限
っ
て
意
見
を
聞
い
た
こ

と
は
な
い
。
 

　
し
か
し
、
１９
年
度
に
開
催

し
た
「
こ
れ
か
ら
の
保
育
園

の
あ
り
方
を
考
え
る
会
」
や

保
育
所
運
営
委
員
会
で
、
保

護
者
の
方
か
ら
意
見
を
い
た

だ
い
た
こ
と
は
あ
る
。
 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

吉
田 
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平
成
１８
年
に
消
防

組
織
法
が
改
正
さ

れ
、
管
轄
人
口
３０
万
人
以
上

の
消
防
本
部
に
せ
よ
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

　
広
域
化
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
か
。
 

①
大
規
模
災

害
・
特
殊
災

害
へ
の
対
応
が
可
能
②
事
務

職
員
を
現
場
要
員
に
③
専
門

ス
タ
ッ
フ
の
増
強
④
車
両
の

計
画
的
整
備
が
可
能
│
│
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
 

広
域
化
す
る
と
消

防
車
両
が
少
な
く

済
む
よ
う
に
な
る
が
、
消
防

力
の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。
 

    

　
 

                    

  

広
域
化
は
、

消
防
体
制
の

整
備
・
確
立
が
目
的
。
消
防

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
れ
る

体
制
作
り
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
 

吉
田 

総
務
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

議

員

 



 

環
境
建
設
部
長 

倉
知 
道
路
行
政
に
つ
い

て
次
の
3
点
を
問

う
。
 

①
　
道
路
行
政
の
基
本
的
な

理
念
・
姿
勢
に
つ
い
て
。
 

②
　
各
区
か
ら
の
土
木
工
事

要
望
は
、
そ
の
検
討
結
果
を

説
明
し
、
住
民
に
理
解
を
得

る
こ
と
が
肝
要
。
町
の
見
解

を
求
め
る
。
 

③
　
総
合
計
画
で
は
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
う
た
っ
て
い

る
。
軽
微
な
作
業
は
、
勤
労

奉
仕
的
な
協
働
も
必
要
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。
 

①
　
生

活
道
路

か
ら
通
過
車
両
を
排
除
し
、

安
全
を
取
り
戻
し
た
い
。
そ

れ
に
は
や
は
り
、
幹
線
道
路

の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。
 

    　
道
路
整
備
に
は
用
地
買
収

な
ど
の
難
し
い
問
題
が
あ
る

が
、
国
や
県
に
も
要
望
を
重

ね
て
進
め
て
い
き
た
い
。
 

　
地
域
の
要
望
に
つ
い
て
も
、

条
件
が
整
っ
た
も
の
か
ら
順

次
進
め
て
い
く
。
 

②
　
要
望
書
に
付
け
て
も
ら

っ
た
緊
急
度
・
優
先
度
を
も

と
に
工
事
は
計
画
し
て
い
る
。
 

工
事
予
定
場
所
は
区
長
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
 

③
　
大
口
町
も
、
以
前
は
そ

う
し
た
制
度
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
廃
止
さ
れ
た
。
 

　
住
民
と
の
協
働
を
考
え
る

上
で
、
そ
う
い
う
方
法
も
望

ま
し
い
と
は
思
う
が
、
住
民

に
新
た
な
負
担
を
求
め
る
こ

と
に
な
ら
な
い
か
検
討
し
た

い
。
 

倉知敏美議員 

環
境
建
設
部
長 

倉
知 
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一
　
般 

質
　
問 

倉

知

敏

美

議

員

 

①
　
国
道
1
5
5

号
（
北
尾
張
中
央

道
）
は
幅
員
２３
メ
ー
ト
ル
で

都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。
 

　
新
た
に
協
議
会
を
作
り
、

幅
員
３０
メ
ー
ト
ル
の
要
望
を

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
働
き

か
け
を
し
て
き
た
か
。
 

②
　
朝
夕
の
渋
滞
解
消
の
た

め
、
早
期
着
工
が
望
ま
れ
る
。

後
顧
に
憂
い
を
残
さ
ぬ
よ
う
、
 

柔
軟
で
合
理
的
な
対
応
が
最

善
と
思
う
が
、
ど
う
か
。
 

①
　
以

前
、
県

か
ら
３０
メ
ー
ト
ル
の
打
診
は

あ
っ
た
。
当
時
は
土
地
改
良

の
換
地
作
業
が
進
ん
で
お
り
、

幅
員
の
変
更
は
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
の
判
断
か
ら
、

土
地
改
良
事
業
で
の
用
地
確

保
は
断
念
さ
れ
た
。
 

　
道
路
網
整
備
計
画
（
平
成

１０
年
策
定
）
は
、
３０
メ
ー
ト

ル
で
計
画
し
て
い
る
。
こ
の

計
画
は
、
地
区
の
集
会
場
に

図
面
を
張
り
出
す
な
ど
、
住

民
に
周
知
を
図
っ
た
。
 

　
1
5
5
号
沿
線
で
開
発
行

為
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
幅

員
３０
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、
控

え
て
計
画
し
て
も
ら
う
よ
う

お
願
い
し
て
き
た
。
 

②
　
渋
滞
を
早
期
に
解
消
す

る
た
め
、
暫
定
的
に
現
況
幅

員
の
ま
ま
4
車
線
化
工
事
を

優
先
さ
せ
る
が
、
将
来
は
３０

メ
ー
ト
ル
と
し
て
、
県
に
求

め
て
い
き
た
い
。
 



　動植物から生まれた有機性の資源(バイオマス)を
原料に燃料(エネルギー)として利用する。バイオマ
スには間伐材、家畜のふん尿、廃油などの廃棄物を
利用したものとトウモロコシなどの栽培植物がある。 
バイオマスエネルギーは二酸化炭素バランスを壊さ
ないクリーンエネルギーと言われている。 

         

①
　
現

に
有
効

利
用
し
て
い
る
剪
定
枝
・
草
・

生
ご
み
に
加
え
、
他
の
有
機

物
も
利
用
で
き
る
よ
う
独
自

の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
計
画
を

策
定
し
、
数
値
化
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。
　
 

             

    　
 

 ②
　
巡
回
バ
ス
の
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
制
に
つ
い
て
は
、
政
策

調
整
課
と
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
 

③
　
環
境
教
育
の
一
環
と
し

て
環
境
家
計
簿
を
利
用
し
て

い
き
た
い
。
 

④
　
電
力
会
社
や
ガ
ス
会
社

に
協
力
を
依
頼
し
、
「
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
」
の
中
で
共
同

開
催
を
働
き
か
け
た
い
。
 

⑤
　
マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交

通
機
関
へ
の
移
行
と
し
て
の

巡
回
バ
ス
、
太
陽
光
発
電
へ

の
補
助
金
、
可
燃
ご
み
の
削

減
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

　
細
か
い
こ
と
で
は
、
庁
舎

内
の
温
度
設
定
に
も
気
を
配

っ
て
い
る
。
 

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

議

員

 

地
球
温
暖
化
対
策

は
待
っ
た
な
し
の

現
状
で
あ
り
、
2
0
1
2
年

ま
で
に
6
％
の
二
酸
化
炭
素

の
削
減
義
務
が
課
さ
れ
て
い

る
。
実
際
に
は
毎
年
増
加
し

て
お
り
、
本
気
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
 

①
　
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
は
。
 

②
　
レ
ジ
袋
の
ほ
か
に
も
、

省
エ
ネ
製
品
の
購
入
や
巡
回

バ
ス
の
利
用
に
も
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
を
検
討
し
て
は
。
 

③
　
環
境
家
計
簿
の
周
知
で

温
暖
化
防
止
を
。
 

④
　
環
境
展
の
開
催
を
。
 

⑤
　
本
町
の
チ
ー
ム
マ
イ
ナ

ス
6
％
の
取
り
組
み
は
。
 

柘植　満議員 

柘
植 

環
境
建
設
部
長 

　環境家計簿は、家庭から排出さ
れる二酸化炭素を簡単に推計でき
るように、電気、ガス、ガソリン
等エネルギーの使用量から算出す
るもの。月ごとの二酸化炭素排出
量を把握することで削減への取り
組みのきっかけになる。 

  

大
口
町
か
ら
江
南

厚
生
病
院
に
行
く

に
は
不
便
で
あ
る
。
高
齢
者

や
車
の
運
転
が
で
き
な
い
人

の
た
め
に
、
巡
回
バ
ス
を
運

行
し
て
は
ど
う
か
。
 

　
ぜ
ひ
、
地
域
公
共
交
通
会

議
で
検
討
を
。
 

巡
回
バ

ス
の
乗

り
入
れ
は
、
名
鉄
バ
ス
と
の

協
議
・
調
整
、
さ
ら
に
江
南

市
と
大
口
町
の
「
地
域
公
共

交
通
会
議
」
で
合
意
を
得
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
現
段
階

で
は
路
線
を
延
長
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
 

　
4
月
1
日
か
ら
名
鉄
バ
ス

が
、
布
袋
駅
発
、
江
南
駅
経

由
で
江
南
厚
生
病
院
行
き
の

バ
ス
を
運
行
す
る
。
 

　
現
行
の
路
線
を
活
用
し
た

両
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
検
討

し
た
い
。
 

政
策
調
整
室
長 

柘
植 
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健
康
福
祉
部
長 

田
中 
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精
神
障
が
い
者
の

社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、
町
内
で
作
業
所

を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
あ
る
。
江
南
市
に
は

江
南
保
健
所
で
の
デ
イ
ケ
ア

や
「
し
ら
ゆ
り
作
業
所
」
が

あ
る
。
 

　
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
 

精
神
障

が
い
者

福
祉
は
医
療
と
密
接
に
関
係

す
る
た
め
、
高
い
専
門
性
が

要
求
さ
れ
る
。
実
際
に
施
設

を
運
営
す
る
場
合
に
は
、
専

門
職
が
必
要
に
な
る
。
 

　
町
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
の
蓄
積
が
あ
る
江
南

市
の
「
し
ら
ゆ
り
作
業
所
」

や
犬
山
市
の
「
来
果
」
等
の

通
所
授
産
施
設
の
利
用
を
促

進
し
て
い
き
た
い
。
 

せ
め
て
週
に
１
回

で
も
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
み
た
い
な
場
所
を
つ
く
っ

て
あ
げ
な
い
と
、
障
が
い
者

の
社
会
参
加
や
家
族
を
含
め

た
交
流
の
窓
口
は
広
が
っ
て

い
か
な
い
。
 

障
害
者

福
祉
計

画
等
を
策
定
す
る
中
で
、
専

門
家
の
意
見
を
聞
き
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
を
制
度
と
し
て
構

築
し
た
い
。
 

田
中 

健
康
福
祉
部
長 

新校舎屋上から見た工事中の大口中学校プ
ール。プールの下には雨水貯留槽が設置さ
れている＝２０年1月２２日、現地視察で 

調
査
委
員
会
の
検

討
報
告
書
か
ら
次

の
3
点
問
う
。
 

①
　
西
館
の
ア
ス
ベ
ス
ト
撤

去
9
0
0
万
円
は
１８
年
度
の

工
事
。
１９
年
度
に
な
っ
て
設

計
変
更
し
、
支
払
い
す
る
の

は
会
計
上
お
か
し
い
。
 

②
　
プ
ー
ル
下
の
地
盤
改
良

工
事
は
、
砂
利
採
取
に
よ
っ

て
支
持
地
盤
が
１２
メ
ー
ト
ル

と
分
か
っ
て
い
た
ら
、
あ
の

位
置
に
プ
ー
ル
を
建
設
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
 

③
　
町
長
部
局
は
教
育
部
か

ら
の
報
告
が
な
か
っ
た
の
で
、

知
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
議
員
で
も
知
っ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
か
っ
た
と
言
え

る
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

何
の
責
任
も
感
じ
な
い
か
。
 

 

 

①
　
ア
ス
ベ

ス
ト
は
処
理

が
必
要
と
判
明
し
た
時
点
で
、

議
会
に
も
報
告
し
た
。
業
者

と
相
殺
に
対
す
る
認
識
に
ず

れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
。
 

　
会
計
上
、
必
ず
し
も
時
宜

を
得
た
適
正
な
措
置
と
は
思

っ
て
い
な
い
。
 

②
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結

果
、
支
持
地
盤
は
5
メ
ー
ト

ル
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
基

に
計
画
さ
れ
た
。
 

　
プ
ー
ル
の
位
置
は
、
検
討

委
員
会
の
協
議
で
決
定
さ
れ

議
会
に
も
報
告
し
て
あ
る
。
 

そ
れ
ぞ
れ
手
順
を
踏
ん
で
、

デ
ー
タ
を
基
に
進
め

ら
れ
た
と
思
っ
て
い

る
。
 

③
　
本
来

あ
る
べ
き

決
裁
書
類
が
町
長
部

局
ま
で
上
が
っ
て
い

な
い
。
行
政
の
仕
組

み
が
機
能
し
て
い
な

か
っ
た
。
 

　
費
用
が
掛
か
る
な

ら
速
や
か
に
報
告
す

る
よ
う
言
っ
て
き
た
が
、
１０

月
半
ば
に
な
っ
て
初
め
て
上

が
っ
て
き
た
。
 

　
総
体
と
し
て
瑕
疵
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
連
携
の

ま
ず
さ
に
起
因
す
る
。
 

　
今
後
は
、
二
度
と
こ
う
し

た
こ
と
が
起
ら
な
い
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
者
が
機
能

し
て
い
く
よ
う
対
応
を
正
し

た
い
。
 

※
　
3
月
２１
日
、
教
育
部
職
員

3
人
は
文
書
に
よ
る
訓
告
、

副
町
長
・
教
育
長
は
口
頭
に

よ
る
訓
告
が
行
わ
れ
た
。
 

 

町
長 

田
中 

総
務
部
長 

田中一成議員 

一
　
般 

質
　
問 

田

中
一
成

議

員

 



自治功労者表彰 
　　　　　田中一成 議員 

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
2
月
6
日
、
田
中
一
成
議

員
に
自
治
功
労
者
と
し
て
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
自
治
功
労
者
表
彰
は
、
在

職
２７
年
以
上
の
議
員
に
、
長

年
に
わ
た
っ
て
地
方
自
治
の

振
興
と
発
展
に
貢
献
し
た
と

し
て
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

　
3
月
定
例
会
の
初
日
、
議

長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
と
と

も
に
表
彰
の
伝
達
が
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
田
中
議
員
は
昭
和
５４
年
5

月
か
ら
、
連
続
8
期
の
当
選

で
す
。
 

   　
 

  　
大
田
原
市
で
は
5
歳
児
を

対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
目
的
は
幼
児
の
心

身
上
の
問
題
を
発
見
し
、
早

期
に
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
 

　
実
施
方
法
は
保
護
者
へ
の

問
診
と
保
健
師
・
保
育
士
に

よ
る
観
察
で
す
。
 

　
保
護
者
の
評
判
は
「
早
く

分
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
。
 

　
市
で
は
、
就
学
か
ら
就
職

ま
で
子
ど
も
の
経
過
を
見
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

  　
 

  　
芳
賀
町
の
生
ご
み
堆
肥
は
、

一
般
家
庭
の
生
ご
み
の
ほ
か
、

商
店
や
会
社
の
食
堂
か
ら
出

る
残
飯
に
、
畜
ふ
ん
、
お
が

く
ず
、
も
み
が
ら
な
ど
を
混

ぜ
て
作
り
ま
す
。
 

　
１８
年
度
の
堆
肥
売
上
は

3
7
0
万
円
。
採
算
ベ
ー
ス

に
乗
せ
る
に
は
規
模
拡
大
が

不
可
欠
と
の
こ
と
。
完
熟
堆

肥
は
果
樹
、
野
菜
な
ど
に
利

用
さ
れ
、
農
産
物
は
学
校
給

食
等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
廃
プ
ラ
や
ト
レ
ー
は
ベ
ン

チ
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
生
ま
れ

変
わ
る
な
ど
、
生
ご
み
堆
肥

と
と
も
に
「
見
て
分
か
る
」

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

民
間
主
導
の
生
ご
み
堆
肥
 

環
（
わ
）の
ま
ち
芳
賀
 

5
歳
児
健
診
で
心
と
 

身
体
の
問
題
を
発
見
 

日本共産党大口町議団
は2月6・7日、栃木県
大田原市と芳賀町を訪
問し、5歳児健診と生
ごみの堆肥化について
調査しました。 

江南市の市議会議員と一緒に、5歳児健
診の実施状況の説明を受ける田中議員と
吉田議員＝2月6日、大田原市役所で 

視
察
会
計
報
告
 

　
平
成
１９
年
度
に
行
っ
た
視

察
等
の
会
計
状
況
を
報
告
し

ま
す
。
 

常
任
委
員
会
 

総
務
文
教
（
7
人
）
 

視
察
先
　
京
都
府
綾
部
市
 

　
　
　
　
京
都
府
舞
鶴
市
 

総
　
額
　
３０
万
円
 

健
康
福
祉
（
7
人
）
 

視
察
先
　
福
井
県
　
江
市
 

　
　
　
　
石
川
県
能
美
市
 

総
　
額
　
３２
万
円
 

環
境
建
設
（
7
人
）
 

視
察
先
　
福
井
県
加
賀
市
 

　
　
　
　
滋
賀
県
東
近
江
市
 

総
　
額
　
３２
万
円
 

議
会
広
報
（
6
人
）
 

議
会
広
報
研
修
会
（
東
京
）
 

総
　
額
　
２５
万
円
 

政
務
調
査
 

大
政
ク
ラ
ブ
・
公
明
党
（
１３
人
） 

視
察
先
　
岡
山
県
岡
山
市
 

　
　
　
　
京
都
府
城
陽
市
 

総
　
額
　
４９
万
円
 

日
本
共
産
党
（
2
人
）
 

視
察
先
　
栃
木
県
大
田
原
市

　
　
　
　
栃
木
県
芳
賀
町
 

総
　
額
　
１１
万
円
 

（
単
位
未
満
は
四
捨
五
入
）  

19
おおぐち議会だより　No.171
平成  20年5月1日発行  



議
会
だ
よ
り
 

3 月
定
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会
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発
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会
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議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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北
部
中
学
校
最
後
の
卒
業

式
に
出
席
し
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
の
合
唱
が
と
て
も
さ
わ
や
か

で
、
今
ま
で
に
な
く
力
強
い
歌

声
に
感
じ
ま
し
た
。 

「
北
中
の
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
」。
涙
声
の
生
徒

の
一
言
に
、
3
人
の
子
ど
も
が

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
と
の
思

い
出
が
よ
み
が
え
り
、
思
わ
ず

涙
が
ぽ
ろ
り
。 

私
の
ウ
ン
十
年
前
の
卒
業
式

は
卒
業
生
が
4
5
0
人
。
学

校
が
狭
か
っ
た
の
で
、
市
の
公

会
堂
ま
で
２０
分
、
歩
い
て
イ
ス

を
運
び
ま
し
た
。
北
中
は
生
徒

数
が
少
な
く
、
み
ん
な
の
顔
が

分
か
り
、
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

て
い
ま
し
た
。 

北
中
の
生
徒
諸
君
、
今
度
は

新
し
い
中
学
校
で
頑
張
れ
!!
　

（
柘
植
　
満
） 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

宇
野
昌
康 

 

鈴
木
喜
博 

木
野
春
徳 

吉
田
　
正 

柘
植
　
満 

岡
　
孝
夫 

土
田
　
進 

発
行
責
任
者 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

手続き簡単。 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

次回定例会 

最優秀賞 

優秀賞 

同 

同 

入　選 

同 

同 

同 

同 

同 

京都府南山城村議会 

岩手県金ケ崎町議会 

宮崎県高千穂町議会 

宮城県大郷町議会 

愛知県大口町議会 

福島県広野町議会 

高知県越知町議会 

宮城県丸森町議会 

長野県白馬村議会 

新潟県聖籠町議会 

第２２回町村議会広報 
全国コンクール　トップ１０ 

　おおぐち議会だよりは第２２回町村議会
広報全国コンクールにおいて入選(全国5位)
を果たし、4年連続の表彰をいただくこ
とができました。 
　今回の応募総数は１９９点です。 

全国5位  全国5位  全国5位  
議会だより 議会だより 

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 中小口 

　音楽に合わせて軽快に、全身を使って　音楽に合わせて軽快に、全身を使って
運動するエアロビクス。 
　中小口では、昭和５９年に婦人会有志で
「さわやかグループ」を結成。健康づく「さわやかグループ」を結成。健康づく
りと親睦を目的に始めた活動が現在までりと親睦を目的に始めた活動が現在まで
続いています。 
　最初は町の職員に指導を受けながら始　最初は町の職員に指導を受けながら始
めた体操も、現在では7曲に増え、毎週
火曜日9時４５分から１０時４５分までの１時
間、中小口コミュニティセンターで汗を間、中小口コミュニティセンターで汗を
かいた後は、モーニングコーヒーにおしかいた後は、モーニングコーヒーにおし
ゃべり。 
　平成7年以降は健康推進員活動の一環
として継続されていますが、特に代表やとして継続されていますが、特に代表や
役員はなく、登録されたメンバーが順番役員はなく、登録されたメンバーが順番
に鍵当番を担当し、和気あいあいの中でに鍵当番を担当し、和気あいあいの中で
運営されています。 
 
取材を終えて 
継続は健康の源、おしゃべりは活力の源継続は健康の源、おしゃべりは活力の源
と実感しました。　　　　　 (木野春徳)

　音楽に合わせて軽快に、全身を使って
運動するエアロビクス。 
　中小口では、昭和５９年に婦人会有志で
「さわやかグループ」を結成。健康づく
りと親睦を目的に始めた活動が現在まで
続いています。 
　最初は町の職員に指導を受けながら始
めた体操も、現在では7曲に増え、毎週
火曜日9時４５分から１０時４５分までの１時
間、中小口コミュニティセンターで汗を
かいた後は、モーニングコーヒーにおし
ゃべり。 
　平成7年以降は健康推進員活動の一環
として継続されていますが、特に代表や
役員はなく、登録されたメンバーが順番
に鍵当番を担当し、和気あいあいの中で
運営されています。 
 
取材を終えて 
継続は健康の源、おしゃべりは活力の源
と実感しました。　　　　　 (木野春徳)
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